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放
送
大
学
は 、
「
い
つ
で
も、
ど
こ

で
も、
だ
れ
で
も
学
べ
る
大
学」
と
い

う
理
念
に
基
つ
い
て 、
一
九
八
三
年
に

設
置
さ
れ
た
四
年
制
の
大
学
で
あ
る。

今
年
の一
月
十
四
日 、
放
送
大
学
の

小
尾
信
禰
学
長
と
本
学
の
原
喜
美
学
長

は
千
葉
の
放
送
大
学
に
お
い
て
「
単
位

互
換
協
定
書」
に
調
印
さ
れ
た 。
こ
れ

は 、
昨
年
三
月
十
九
日
の
本
学
教
授
会

の
決
議
を
ふ
ま
え
て
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る。
調
印
式
に
は 、
本
学
よ
り
柳
澤

教
務
課
長
と
私
が
陪
席
し
た 。

放
送
大
学
と
の
単
位
互
換
に
よ
り 、

本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は 、
よ
り一
層

豊
か
に
さ
れ 、
教
育
内
容
は
充
実
し 、

学
生
の
多
様
な
学
習
ニ
ー

ズ
に
応
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
る 。
＿―-
百
余
の
講
義

科
目
を
共
同
製
作
し
担
当
さ
れ
る
の
は 、

学
問
の
先
端
分
野
で
設
新
の
理
論
や
研

究
を
ふ
ま
え
て
国
際
的
に
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
先
生
方
で
あ
る。
従
っ

て 、
こ

れ
ら
の

科
目
は 、
学
生
に
と
っ
て
有
益

で
あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と 、
私
共
教

員
に
対
し
て
も
研
究
や
教
育
方
法
の
面

教
務
部
長

前

里

光

五
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た 。
参
加

し
た
学
生
達
は 、
眼
か
ら
う
ろ
こ
が
落

ち
る
よ
う
な
画
期
的
経
験
を
し
ま
し
た 。

又 、
夏
休
み
に
は 、
同
時
通
訳
者
養
成

基
礎
講
座
を
開
い
て 、
日
英
両
語
の
運

用
能
力
の
ア
ッ

プ
に
努
力
し
ま
し
た 。

こ
の
よ
う
な
努
力
が
実
を
結
ぶ
こ
と
に

よ
り 、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
盛
ん

に
し 、
相
互
理
解
を
促
進
し 、
世
界
の

平
和
に
頁
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す。
新
卒
業
生
の
方
々
は 、

定
め
ら
れ
た
単
位
の
履
修
の
上
に
こ
の

よ
う
に
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加

し
て 、
今
大
き
な
自
信
を
も
っ
て
実
社

会
に
巣
立
た
ん
と
し
て
お
ら
れ
ま
す 。

二
十
一
世
紀
ま
で
あ
と
数
年
を
残
し 、

今
は
二
十一
世
紀
へ
転
換
す
る
前
夜
の

よ
う
に
変
革
の
時
代
で
す。
社
会
か
ら

の
要
望
や
挑
戦
が
激
し
け
れ
ば
激
し
い

ほ
ど 、
皆
様
の
潜
在
能
力
も一
用
ひ
き

出
さ
れ 、
伸
長
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う 。

こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
社
会
に
生
き
る

に
は 、
い
つ
で
も、
ど
こ
で
も、
誰
で

も、
何
で
も
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す。

キ
リ
短
で
獲
得
さ
れ
た
能
力
を
墓
礎
に

し
て 、
更
に
深
い
理
解
力 、
批
判
力 、

思
考
力 、
問
題
解
決
能
力 、
洞
察
力
を

磨
い
て
下
さ
い 。
そ
し
て 、
自
己
の
為

と
同
様 、
他
者
の
為
に 、
愛
の
奉
仕
を

行
い 、
有
意
義
な
価
値
の
あ
る
人
生
を

誠
実
に
送
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
て
お
り

ま
す 。皆

様
の
輝
か
し
い
旅
立
ち
に、
神
様

の
豊
か
な
御
恵
み
を
心
か
ら

祈り
ま
す 。

で
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
に
違

い
な
い 。

今
回
の
「
単
位
互
換
協
定
書」
で
は 、

授
業

科
目
の
範
囲
を
「
現
代
の
人
間
観

と
世
界
観」
「
児
童
の
福
祉」
「
ア
メ

リ
カ
論一
＼

二」
「
英
語
二
＼

七」
等

の
十
七

科
目
に
限
定
し
て
い
る 。
学
生

の
修
得
単
位
は
十
五
単
位
を
越
え
な
い

範
囲
で
本
学
の
卒
業
要
件
の
単
位
と
し

て
認
定
さ
れ
る 。

放
送
大
学
は 、
現
在 、
南
関
東
以
外

の
地
域
で
は
ビ
デ
オ
学
習
セ
ソ
タ
ー

を

設
置
し
て
全
国
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て

い
る
が 、
五
年
後
に
は 、
衛
星
放
送
を

利
用
し
て
全
国
ど
こ
で
も
学
習
で
き
る

よ
う
に
す
る

計
画
で
あ
る。
そ
う
な
る

と 、
こ
こ
沖
縄
で
も
短
大
卒
業
者
が
三

年
次
に
編
入
し
て
学
士
の
学
位
を
取
得

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る。

今
年
四
月
か
ら
の
受
講
を
希
望
し
て

九
名
の
学
生
が
登
録
申
請
中
で
あ
る。

登
録
後
は
「
特
別
聴
講
生」
と
し
て
本

学
の
図
書
館
内
で
ビ
デ
オ
や
テ
ー

プ 、

さ
ら
に
内
容
の
充
実
し
た
印
刷
教
材
を

使
っ

て
学
習
す
る
予
定 。
試
験
は
琉
球

大
学
図
書
館
内
に
あ
る
ピ
デ
オ
学
習
セ

ソ
タ
ー

で
受
け
る
こ
と
に
な
る 。

多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
が 、
こ
の
制

度
を
十
分
に
活
用
し
て
豊
か
な

教
養
と し
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広
い
臓
見
を
養
う
こ
と
を
期
待
す
る 。

二
月
十
三
日 、
ロ
ス
先
生、
山
城
先

生
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て 、
二
十
五
名
の

保
育

科、
英
語

科
の
学
生
と

教
職
員
が 、

希
望
と
不
安
が
交
錯
す
る
中
で、
お
お

ぜ
い
の
家
族 、
友
人、
先
生
方
に
見
送

ら
れ 、
那
覇
空
港
か
ら
ホ
ノ
ル
ル
に
向

け
て
出
発
し
た 。

ハ
ワ
イ
に
は
七
つ
の
秀
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

ジ
が
あ
る。
実
は
筆

者
が
本
学
に
赴
任
す
る
数
年
前
か
ら
ハ

ワ
イ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
カ
レ
ッ

ジ
の

特
別
な
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
受
け 、
四

国
の
短
大
と
国
際
交
流
を
行
な
い 、
そ

の
短
大
の
学
生
達
は
素
嗜
ら
し
い
異
文

化
を
経
験
学
習
す
る

機会
に
恵
ま
れ
た 。

そ
の
関
係
で
特
に
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ

ジ
の
総
長、
津
野
田
ジ
ョ

イ
ス

博
士
か
ら 、
キ
リ
短
に
も
お
声
が
か
か

り 、
葦
者
も
是
非
と
い
う
こ
と
で、
本

学
の
賛
同
を
得
て 、
今
回
第
一
回
の
交

流
を
始
め
る
運
び
と
な
っ

た 。
今
回
は

カ
ピ
オ
ラ
ニ 、
ウ
イ
ン
ド
ワ
ー
ド 、
カ

ワ
イ
の
三
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・カ
レ
ッ

ジ
が
キ
リ
短
の
学
生
達
の
為
に、
豊
富

学
長
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労
禄

美

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て 、
ハ
ワ
イ
の

素
嗜
ら
し
い
文
化
を
経
験
し
理
解
す
る

機
会
を
用
意
し
て
下
さ
っ

た 。
ハ
ワ
イ

に
着
い
た
途
端 、
余
り
楽
し
く
て
「
も

う
沖
縄
に
は
帰
り
度
く
な
い 。」
と
い
う

程 、
一
行
は
ハ
ワ
イ
に
魅
せ
ら
れ
て
い

る 。
い
ず
れ
詳
し
い
報
告
は
次
号
に
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る。

国
際
交
流
は
世
界
平
和
を
達
成
さ
せ

る
叢
高
の
方
法
で
あ
る。
平
和
な
く
し

て
国
際
交
流
は
不
可
能
で
あ
る
し 、
平

和
を
実
現
さ
せ
る
為
に
は 、
平
和
的
手

段
に
よ
る
以
外
な
い。
他
国
の
文
化
に

接
す
る
こ
と
に
よ
り 、
初
め
て
「
我
に

か
え
る」
経
験
を
し
て 、
自
己
認
識・

自
己
変
革
を
つ
よ
く
迫
ら
れ
る 。
キ
リ

短
の
学
生
達
が 、
教
職
只
と
も
ど
も、

カ
ル
チ
ャ
ー

・
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
な

が
ら 、
ハ
ワ
イ
の
多
く
の
方
々
と
の
個

人
的
な
交
わ
り
を
通
し 、
大
学、
そ
の

他
の
施
設
で
の
学
習 、
文
化
セ
ン
タ
ー 、

美
し
い
自
然
と
の
出
会
い
を
通
し
て 、

一
回
り
も、
二
回
り
も
内
面
的
成
長
を

遂
げ 、
三
月
十
三
日
に
は 、
元
気
に
滞

国
す
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
待
っ
て
い

る 。
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